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２節 環境保全活動の推進 

１．第２次木更津市環境基本計画 

本市は、平成１５年３月に「木更津市環境基本計画」（旧計画）を策定し、望ましい環境像

である「未来につなぐ 環境にやさしいまち きさらづ」の実現を目指して、各種の施策に

取り組んできました。 

しかしながら、計画策定から１０年以上が経過し、この間、東日本大震災とそれに伴う福

島第一原子力発電所事故で排出された放射性物質への対応や再生可能エネルギーの導入促進、

微小粒子状物質（PM２．５）問題など、本市を取り巻く状況は大きく変化してきています。 

そこで、こうした新たな環境問題への対応、法令改正や個別計画の策定などの状況を踏ま

え、旧計画を見直し、平成２８年３月に第２次木更津市環境基本計画を策定し、環境の保全

に関する施策を総合的かつ計画的に推進することとしました。 

 

(１) 計画の期間 

平成２８年度から令和７年度までの１０年間 

 

(２) 対象とする環境の範囲 

  この計画で取り扱う環境を生活環境、自然環境、地球環境、環境保全活動の４分野とし

ました。 

 

(３) 望ましい環境像 

良好な環境の形成・創出を目指して、｢未来につなぐ 環境にやさしいまち きさらづ｣

を将来における望ましい環境像としました。 

 

(４) 施策の体系 

望ましい環境像の実現のため、３つの基本目標、１２の基本施策を掲げ、それぞれの基

本施策に市の取り組み、現状の課題を設定しました。その体系図を図３－８－１に示しま

す。 

 

(５) 施策と環境配慮方針 

 本計画では、市が取り組む環境に関する施策及び市民・事業者に取り組んでいただく環

境配慮方針について、基本施策ごとに設定しています。 
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(６) 計画の進行管理 

 平成２８年度に策定した第２次木更津市環境行動計画の進行状況を点検・評価及びホー

ムページで公表いたします。 

 また、今後の社会情勢の変化や新たな環境問題に対応するため、国や県の施策等の動向

を踏まえ、概ね５年ごとに基本計画の見直しを図っていくこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

望ましい
環境像

基本目標 基本施策

1 水環境の確保と水循環の保全

2  大気環境の保全

3  騒音・振動、化学物質など

4 発生源の監視など

1 身近な自然の保全

2 森林・農地の保全

3 自然とのふれあいの推進

4 風景・景観の保全

1 ごみの減量化と適正処理

2 環境美化と不法投棄対策

3 地球温暖化対策

4 環境保全活動等の推進
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市の取り組み（施策）

①水質汚濁負荷の削減
②公共下水道整備と合併処理浄化槽設備の促進

①事業場・家庭からの大気汚染負荷の削減
②悪臭発生源に対する指導の強化

①騒音・振動対策の促進
②化学物質による環境汚染の防止

①発生源の監視
②生活マナー・モラルの向上

①身近な動植物の保全と外来生物対策の強化

①森林と農地の保全
②動植物の生息・生育環境の保全と創出

①みどりのまちづくりへの参加の促進
②市街地における緑化の推進

①良好な景観の保全と創出

①ごみの発生抑制
②ごみの適正処理の推進

①不法投棄の防止
②ごみに対する意識の向上
③地域の環境美化の推進

①省エネルギーの推進
②温室効果ガスの削減

①環境保全活動への参加の促進と活動支援
②環境情報の整理と共有及び環境教育の推進

図３－８－１ 施策の体系 
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２．地球温暖化対策実行計画等  

平成１１年４月に「地球温暖化対策の推進に関する法律」が施行されたことに伴い、地

方公共団体は京都議定書目標達成計画に即して、その事務や事業について温室効果ガス排

出量の削減計画(平成２１年６月から地方公共団体実行計画(事務事業編)) の策定が義務

付けられました。 

平成２７年に開催された地球温暖化対策推進本部では、「日本の約束草案」が決定され、

国内の排出削減・吸収量の確保により、２０３０年度に２０１３年度比２６％減の水準と

することが示されました。 

さらに、パリ協定の採択を受け、平成２８年度に「地球温暖化対策計画」が閣議決定さ

れました。この計画は、国の地球温暖化対策を総合的かつ計画的な推進を図るため、温対

法第８条に基づいて策定する、我が国唯一の地球温暖化に関する総合計画です。 

令和３年には５年ぶりの地球温暖化対策実行計画が改訂され、これまでの２６％減の目

標を引き上げ、４６％削減を目指すことを位置づけるほか、２０５０年までのカーボンニ

ュートラルの実現が明記されました。 

本市では平成１３年３月に｢第１次木更津市地球温暖化対策実行計画｣、平成２０年３月

に「第２次木更津市地球温暖化対策実行計画」、平成３０年２月に「第３次地球温暖化対

策実行計画」を策定し、市の事務事業からの温室効果ガス排出量の削減に取り組んでいま

す。 

平成３１年４月、市長が、千葉県で初めて「世界首長誓約/日本」※に署名し、持続可能

なエネルギーの推進や温室効果ガスの大幅削減、気候変動の影響への適応に取り組み、持

続可能でレジリエント（強靭）な地域づくりを目指すことを誓約しました。 

これに伴い令和２年３月には、市民、市内事業者、市が一体となって、地球温暖化対策

に地域から貢献するため、再生可能エネルギーの地産地消などの木更津市独自の取組、市

民や市内事業者、市の各主体が共に取り組む重点施策を盛込んだ「木更津市地球温暖化対

策実行計画〔区域施策編〕（きさらづストップ温暖化プラン）」を策定しました。 

また、令和３年２月１０日には、国際的な課題である「気候危機」に対して地域で責任

をもって対策を講じ、２０５０年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指すきさらづ

「ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。 

令和３年の国の地球温暖化対策実行計画の改訂を受け、本市においても令和５年３月に、

区域施策編及び事務事業編の２編を包含した木更津市地球温暖化対策実行計画の改定を

行いました。今後、本計画に基づき、持続可能でレジリエント（強靭）な地域づくりを目

指し、具体的な取組を進めてまいります。 
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「木更津市地球温暖化対策実行計画〔事務事業編〕」における温室効果ガスの総排出量

に関する目標 

目標   ２０３０年度までに温室効果ガス総排出量を基準年度（２０１３年度）比で 

５８％以上削減（３，８１３ｔ－ＣＯ２以下） 

達成状況 １０,３００ｔ－ＣＯ２（令和４年度暫定値）対目標値 ２７０．１％ 

 

表３－９－１「木更津市地球温暖化対策実行計画」項目ごとの目標 

項目 目標値 

電気使用量 ２，０００ｔ‐CO2以下（基準年度より６９％削減） 

燃料使用量 １，４００ｔ‐CO2以下（基準年度より１９％削減） 

自動車燃料使用量 ４００ｔ‐CO2以下（基準年度より１８％削減） 

水道使用量 １５０，０００㎥以下（基準年度より３７％削減） 

用紙使用量 １５，０００，０００枚以下（基準年度より１２％削減） 

エコ通勤の実施 実施率５０％ 

 

「木更津市地球温暖化対策実行計画〔区域施策編〕」における温室効果ガス排出量の削

減目標 

 

【短期目標】 

２０３０年度における温室効果ガス総排出量を２０１３年度比で６０％以上削減 

【中期目標】 

２０４０年度における温室効果ガス総排出量を２０１３年度比で８０％以上削減 

【長期目標】 

２０５０年度における温室効果ガス総排出量を吸収源による実質ゼロ 

 

本計画では、基本方針、基本施策を次のように体系づけ、市民・事業者・市の協働

により計画を推進していきます。 
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基本目標 施策
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基本方針１　「ゼロカーボンアクション」の実践

①エコドライブの普及促進

②省エネ行動実践の推進

③エネルギーの節約・転換の推進

①森林の整備・維持管理の推進

②農地の整備・循環型農業の推進

基本方針

②公共交通の利用促進

基本方針２　脱炭素なまちづくり

①コンパクト＋ネットワークの拠点づくり

③地産地消の推進

④実現に向けた仕組みづくり

基本方針５　温室効果ガス吸収源の確保

基本方針４　ごみの減量・資源化の推進

①循環型経済（サーキュラーエコノミー）のまちづくり

基本方針３　分散型エネルギー社会の形成

①省エネルギー設備の普及促進

②再生可能エネルギーの普及促進

④干潟・藻場の保全の推進

③市街地の緑化・緑地の保全の推進

 

 

 

 市では、国等と連携して進める各種省エネルギー対策等の他に、温室効果ガス排出量の

削減のために、下記の木更津市独自施策を推進していきます。 
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独自施策１ 
市民・民間事業者によるＰＰＡ等第三者所有モデルを活用

した再生可能エネルギーの導入 

独自施策２ 太陽光発電の地域消費 

独自施策３ 廃棄物処理における取り組み 

独自施策４ 上下水道における省エネルギー・再生可能エネルギー導入 

 

 

３．省エネルギー  

「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（省エネ法）により、平成２２年１０月１

日には市役所が特定事業者として、省エネルギーのための計画策定やエネルギー使用量の

国への報告が義務付けられました。 

その後、平成２６年４月１日に省エネ法の名称が「エネルギーの使用の合理化等に関す

る法律」と改正され、改正内容に電気の需要量の季節又は時間帯による変動を縮小させる

「電気の需要の平準化」という概念が追加されました。この概念により、国への報告に電

気使用量が年間で多くなる季節・時間帯でのエネルギー使用量の報告を行うこととされま

した。 

 令和４年度までのエネルギーの使用量（原油換算量）及び原単位（原油換算量/延べ床

面積）を表３－９－２に示します。 

 

表３－９－２ 省エネ法に基づくエネルギー使用量及び原単位 

  エネルギー使用量（原油換算ｋｌ） 原単位 対前年度比（％） 

平成２１年度 ４，６２２ ４５．７８ － 

平成２２年度 ４，６９３ ４６．４６ １０１．５ 

平成２３年度 ４，７１４ ４６．６８ １００．５ 

平成２４年度 ４，３６８ ４２．８２ ９１．７ 

平成２５年度 ４，５７３ ４４．８３ １０４．７ 

平成２６年度 ４，５６９ ４４．７９ ９９．９ 

平成２７年度 ４，３１４ ４３．３８ ９６．９ 

平成２８年度 ４，１３５ ３９．００ ８９．９ 

平成２９年度 ４，１５７ ３８．４９ ９８．７ 

平成３０年度 ４，２６０ ３８．７３ １００．６ 

令和元年度 ３，１５５ ３０．３４ ７８．３ 
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令和２年度 ３，０１２ ２９．２４ ９６．４ 

令和３年度 ２，９４３ ２８．８５ ９８．７ 

令和４年度 ２，９９８ ２８．８３ ９９．９ 

省エネ法では、過去５年度間のエネルギー使用に係る原単位を年平均１％以上改善する

こととされています。令和４年度までの過去５年度間においては、年平均７．１％改善す

ることができました。 

 

 

 

４．住宅用省エネルギー設備等設置補助金 

木更津市では、地球温暖化の防止並びに家庭におけるエネルギーの安定確保及びエネル

ギー利用の効率化・最適化を図るため、平成２３年度より住宅用省エネルギー設備等を導

入する方に設置費用の一部を補助しています。 

年度ごとに補助対象設備や補助金交付額の見直しが行われており、令和４年度は、太陽

光発電システム、家庭用燃料電池システム、定置用リチウムイオン蓄電システム、、窓の

断熱改修、電気自動車、Ｖ２Ｈ充放電設備の計５設備に対して補助金の交付を行いました。 

令和４年度までの交付実績を表３－９－３に示します。 

 

表３－９－３ 住宅用省エネルギー設備設置補助金交付実績 

年度 設備 補助上限額 補助件数 

Ｈ２３年度 太陽光 １０５，０００  １０１  

Ｈ２４年度 太陽光 １０５，０００ １９８ 

Ｈ２５年度 

太陽光 ７０，０００  １５５  

エネファーム １００，０００  ２９ 

小計  １８４  

Ｈ２６年度 

太陽光 ７０，０００  １５０  

エネファーム １００，０００  ３３  

小計  １８３  

Ｈ２７年度 

太陽光 ７０，０００  １２８  

エネファーム １００，０００  ６１  

蓄電池 １００，０００  ４６  

HEMS １０，０００  ２９  

電気自動車充給電設備 ５０，０００  １  



 - 58 - 

太陽熱 ５０，０００  ６  

小計  ２７１ 

Ｈ２８年度 

太陽光 ７０，０００  １５４  

エネファーム １００，０００  ８３  

蓄電池 １００，０００  ４２  

HEMS １０，０００  ５３  

電気自動車充給電設備 ５０，０００  １  

太陽熱 ５０，０００  ３  

小計  ３３６  

Ｈ２９年度 

太陽光 ９０，０００  ２２  

エネファーム １００，０００  ８３  

蓄電池 １００，０００  ５２  

太陽熱 ５０，０００  ２  

小計  １５９  

Ｈ３０年度 

太陽光 ９０，０００  ２１  

エネファーム ８０，０００  ５０  

蓄電池 １００，０００  ３３  

太陽熱 ５０，０００  ０  

小計  １０４  

Ｈ３１年度 

太陽光 ９０，０００  ３５  

エネファーム ５０，０００  ３２  

蓄電池 １００，０００  ８２  

太陽熱 ５０，０００  ０  

小計  １４９  

Ｒ２年度 

太陽光 ９０，０００  ３６  

エネファーム ５０，０００  １９  

蓄電池 １００，０００  ８７  

太陽熱 ５０，０００  ０  

窓の断熱改修 ８０，０００  ０  

小計  １４２ 

Ｒ３年度 

太陽光 ９０，０００  ３６  

エネファーム ５０，０００  １０  

蓄電池 １００，０００  ８８  

太陽熱 ５０，０００ ０  
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窓の断熱改修 ８０，０００  ２  

小計  １４２  

Ｒ４年度 

エネファーム １００，０００  １１  

蓄電池 ７０，０００  １１８  

太陽熱 ５０，０００ ０  

窓の断熱改修 ８０，０００  ６  

電気自動車 １５０，０００ １９ 

Ｖ２Ｈ充放電設備 ２５０，０００ ２ 

小計  １５６  

 

５．再生可能エネルギー 

 再生可能エネルギーとは、太陽光や熱、風力、潮力、地熱などの自然現象から得られる

エネルギーです。化石燃料を使用することによる二酸化炭素や窒素、硫黄酸化物などの排

出は環境汚染に繋がるため、比較するとよりクリーンなエネルギー資源とみなされていま

す。 

 太陽光発電システムおよび太陽熱システムの設置により得られるエネルギーは再生可

能エネルギーに該当し、木更津市内の住宅だけでなく公共施設でも太陽光設備の設置が行

われています。 

平成２３年３月の福島第一原発事故によって、全国的に安全な代替電源へ移行する動き

が見られ、平成２４年７月より、再生可能エネルギーの固定価格買取制度が開始されまし

た。この制度は、再生可能エネルギーで発電した余剰電力などを電気会社が買取りを行う

もので、中でも太陽光発電は買取り価格が高めに設定されており、民間企業などがメガソ

ーラー（出力１メガワット以上の大規模な太陽光発電）を設置するきっかけとなっていま

す。現在では、木更津市でも複数のメガソーラーの設置が行われています。 

 

６．環境情報の提供 

市民が環境との関りについて関心を持ち、環境問題を解決するための知識を得て、環境

に配慮した生活をすることにより、本市の環境がより良いものとなるよう情報の提供を行

っています。 

また、環境政策課のホームページにて過去の環境測定結果や環境に係る情報を提供して

います。 
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７．環境学習等の推進 

 木更津市の環境をより良くするために、市民や次世代を担う子どもたちに対し環境教育

を行い、併せて環境にやさしい暮らしを行ってもらうために環境学習の場を提供していま

す。 

令和４年度は、市内小学５年生を対象に環境学習副読本の「エコノート」を配布するほ

か、市内中学校２校、西清川公民館において環境に関する出前講座や市民向けセミナー等

を実施しました。 

 

 

８．環境審議会 

公害対策に関する基本的な事項を調査審議し、必要な事項を市長に答申又は建議するた

め、昭和４５年１２月に設置した「公害対策審議会」と、平成７年４月に設置し、水道水

源保護に係る小櫃川流域の水質の保全に関する重要事項について調査及び審議してきた

「小櫃川流域に係る水道水源保全審議会」を、木更津市環境保全条例の制定に伴い廃止し、

環境の保全に関して、基本的な事項を調査審議し、必要な事項を市長に答申又は建議等す

るため、平成１３年４月に新たに「環境審議会」を設置しました。 

委員数は１８名で、市議会議員、学識経験者、住民代表及び関係行政機関の職員等で構

成されており、任期は２年となっています。 

環境審議会の開催状況を表３－１０－１に示します。 

 

表３－１０－１ 環境審議会の開催状況 

年・月 記 事                     

Ｈ １３． ５ 委員委嘱 

会長、副会長の選出について 

木更津市環境審議会運営要領の制定について 

公害の現況について(報告) 

木更津市地球温暖化対策実行計画について(報告) 

Ｈ １４．１２ 木更津市環境基本計画(案)について(諮問) 

木更津市環境審議会運営要領の一部改正について 

大気汚染常時監視測定局の統廃合について(報告) 

東京ガス㈱木更津用地の地質汚染について(報告) 
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Ｈ １５． ２ 木更津市環境基本計画(案)について(答申) 

木更津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例で定める排

水基準の追加について(諮問・答申) 

木更津市環境保全条例に係る特定施設の追加等について(諮問・答申) 

７ 会長、副会長の選出について 

木更津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例制定の経緯

(説明) 

木更津市環境基本計画について(報告) 

環境審議会設置について（設置目的の説明） 

Ｈ １６． ５ 日本パール㈱廃棄物中間処理施設の設置に係る環境影響評価方法書に対す

る意見について（諮問) 

木更津市環境行動計画について(報告)  

「きさらづの環境」について(報告) 

６ 日本パール㈱廃棄物中間処理施設の設置に係る環境影響評価方法書に対す

る意見について（答申) 

(仮称)袖ケ浦駅北側地区土砂等の埋め立て等の事業に係る環境影響評価準

備書に対する意見について（諮問) 

７ (仮称)袖ケ浦駅北側地区土砂等の埋め立て等の事業に係る環境影響評価準

備書に対する意見について（答申) 

君津共同火力発電所５号機新設について(視察) 

１２ 東京国際空港再拡張事業に係る環境影響評価方法書に対する意見について

(諮問) 

公害の防止に関する細目協定改定に係る基本方針について(報告) 

Ｈ １７． １ 東京国際空港再拡張事業に係る環境影響評価方法書に対する意見について

(答申) 

１０ 会長、副会長の選出について 

日本パール㈱廃棄物中間処理施設の設置に係る環境影響評価準備書に対す

る意見について（諮問) 

東京国際空港再拡張事業に係る環境影響評価準備書に対する意見について

(諮問) 

アスベストに係る市の対応について（報告） 

１１ 日本パール㈱廃棄物中間処理施設の設置に係る環境影響評価準備書に対す

る意見について（答申) 

東京国際空港再拡張事業に係る環境影響評価準備書に対する意見について
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(答申) 

アスベストに係るその後の市の対応について（報告） 

Ｈ １９． ８ 会長、副会長の選出について 

環境審議会の設置目的及び審議事項について 

環境影響評価の手続きについて 

｢きさらづの環境｣ 作成について 

Ｈ ２０． ４ 君津共同発電所６号機新設計画に係る環境影響評価方法書について 

５ 君津共同発電所６号機新設計画に係る環境影響評価方法書に対する意見に

ついて 

平成１９年度環境測定の結果について(報告)  

Ｈ ２１． ２ 君津共同発電所６号機新設計画環境影響評価準備書に対する意見について 

３ 君津共同発電所６号機新設計画環境影響評価準備書に対する意見について 

７ 会長、副会長の選出について 

環境審議会の設置目的及び審議事項について（報告） 

昨年度の環境調査の結果について（報告） 

かずさ環境協定及び公害防止協定について（報告） 

Ｈ ２３． ７ 会長、副会長の選出について 

木更津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例の一部改正

について 

昨年度の環境調査の結果について（報告） 

木更津市における放射線量等の測定結果について（報告） 

Ｈ ２６． ６ 会長、副会長の選出について 

環境調査の結果について（報告） 

木更津市空き缶等及び吸い殻等の散乱の防止等に関する条例及び同条例施

行規則の一部改正について 

木更津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例施行規則の

一部改正について 

 ８ 木更津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例施行規則の

一部改正について（諮問・答申） 

Ｈ ２７． ６ 会長、副会長の選出について 

（仮称)千葉袖ヶ浦火力発電所建設計画に係る計画段階環境配慮書に関す 

る市長意見について 

Ｈ ２８． １ 第２次木更津市環境基本計画について 

（仮称）千葉袖ケ浦火力発電所１，２号機建設計画に係る計画段階環境 
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配慮書に関する千葉県知事意見及び環境大臣意見について（報告） 

 ４ （仮称)千葉袖ヶ浦火力発電所建設計画に係る環境影響評価方法書に関す 

る市長意見について 

１１ 木更津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例施行規則の

一部改正について 

株式会社かずさクリーンシステム視察 

Ｈ ２９． ５ 会長、副会長の選出について 

｢きさらづの環境｣ 作成について 

Ｈ ３０． １ 副会長の選出について 

第３次木更津市地球温暖化対策実行計画（案）について 

Ｒ１． １１ 会長、副会長の選出について 

「木更津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」（素案）の策定につい

て 

Ｒ２．  ２ 「木更津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」（素案）の策定につい

て 

Ｒ２．  ８ 「（仮称）千葉袖ヶ浦天然ガス発電所建設計画」環境影響評価方法書に対す

る市長意見（案）について 

「木更津小櫃川流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例施行規則」

の一部改正（案について） 

Ｒ４．  ６ 「（仮称）千葉袖ケ浦天然ガス発電所建設計画」環境影響評価準備書に対す

る市長意見（案）について 

Ｒ４． １１ 木更津市地球温暖化対策実行計画の改定（素案）について 

大気汚染監視測定局の更新計画の策定について 

Ｒ５．  ２ 木更津市地球温暖化対策実行計画の改定について 

 


